
’一一一N，，ipt，M1e）！！，7V1rg　ew酬m」Trlmees’9Y，fr－？，，一，，，，hi，．．♂∵碑轡、贈「ド’榔ら“

ー
ー
ー
ー
イ
4
ー
ー
ヲ

’

ー
「
　
…
1
4
　
｜
　
1

　
　
　
　
　
　
　
▲

ー
　
　
　
き
昼

（毎月1日発行）昭和30年8月1日

．
r

報時
．

代田第三十六号（1）

J
叫

、
　
舷
「

＿

”
　
r
－

v
t
u
p
m
．
　
r
－
－
f
l
潰
ー
．
t
w
w
．
、
．
”
’
ー
1
k
‘
l
e
｝
S
i
i
u
g
，

．

一

号月8

噺翻調代9槍館

纂竃麟聯谷楚
印刷麟昏裏顯親藷刷局

雄
川
発
電
所
増
設
工
事

　
雄
川
発
鼠
所
増
鞭
ゴ
事
の
問
題
は
先

に
小
組
合
長
《
で
簡
単
に
発
表
し
御
協

力
を
願
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

問
題
は
昭
和
二
八
年
八
月
始
め
て
譜
会

の
陥
議
会
で
輪
議
さ
れ
、
そ
の
閥
地
元

E
代
村
の
駆
求
も
欠
工
事
砂
別
の
内
容

も
相
）
T
に
変
巡
し
、
漸
ぐ
大
休
の
結
諭

が
出
さ
れ
た
訳
で
あ
り
ま
す
。

　
現
襟
工
幕
さ

れ
ん
と
し
て
い
る
概
要

を
申
延
ま
す
と

　
開
扉
式
堰
堤
に
変
更
し
水
の
偵
用
を

朝
夕
客
四
時
間
使
用
運
転
し
、
他
の
時

開
は
貯
水
す
る
方
法
、
い
わ
ゆ
る
m
力

璽
の
一
番
多
い
時
発
爾
す
る
方
法
が

取
ら

れ
て
層
り
ま
す
。

　
固
定
順
の
高
さ
は
現
律
の
寛
さ
と
し

の

あ

ら

記
＝
段
隅
の
開
放
装
置
を
充
分
活
用
す

ま

し

れ
が
額
憐
に
つ
い
て
は
、
会
社
は
県
よ

る

の
て
、
相
当
姐
の
水
で
も
影
轡
は
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
水
利
権
使
用
の
帥
可
を
必
要
と
し
、

1いも
の
と
見
ら
れ
て
い
る
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
県
よ
り
本
村
に
対
し
て
諮
間
さ
れ

　
以
上
の
丁
事
の
棚
嬰
で
あ
る
が
、
こ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
t
’
－
h
p
　
t
t
～
p
t
　
A
　
－
I
●
V
i
－
　
t
e
l
t
工
～
コ
・
芸
・
、
3
●
，
　
字
■

昭
和
三
十
年
度
第
一
回

去
る

七
月
十
四
日
第
一
回
目
の
追
加
更

正
予
算
が
成
立
し
ま
し
売
、
そ
の
概
要

を
申
延
べ
ま
す
と
。

　
免
ず
三
月
定
例
醗
会
に
お
い
て
職
員

の
定
数
条
例
が
宇
と
し
て
配
欄
押
に
よ

る
客
部
の
人
口
定
数
の
規
館
で
紡
毛
⊥

場
高
等
学
校
助
ず
増
員
公
民
館
映
写
技

師
の
配
憤
等
に
よ
り
役
踊
紗
員
二
干
名

　
こ
　
’
F
S
伴
い
村
は
会
社
側
と
囎
々
接

渉
を
続
け
た
訳
で
あ
り
ま
す
。

　
本
打
と
し
て
は
原
則
的
に
こ
の
工
事

に
反
対
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
国
家
の

状
況
及
襯
力
状
況
を
考
慮
し
、
本
工
事

施
丁
も
己
む
を
得
な
い
と
し
た
訳
で
あ

り
ま
す
。
勿
輪
こ
れ
に
つ
い
て
は
地
元

関
係
者
の
同
憩
を
聖
件
と
致
し
て
い
ま

す
o
　
こ
の
様
な
魏
て
会
杜
は
村
に

対
し
て
お
ほ
む
ね
次
の
様
な
こ
と
を
し

て
く
れ
る
こ
と
S
な
り
ま
し
た
。

1
、
本
ゴ
解
畑
工
に
伴
い
村
F
百
五
拾

　
万
円
寄
附
す
る
こ
と
。

2
rりに

架
替
ス
る
こ
と
。

3
、
堰
堤
上
流
四
百
七
拾
米
附
近
に
橋

　
脚
鉄
筋
の
柵
を
架
惨
る
τ
と
o

　
る
こ
と
。

5
、
湛
水
に
影
響
あ
る
土
地
は
賀
政
す

　
る
こ
と
（
工
事
施
行
後
も
含
む
）

c
、
こ
の
工
班
が
原
因
で
農
耕
畑
そ
の

　
他
に
被
暫
を
あ
た
え
た
揚
合
は
袖
償

を
な
す
こ
と
。

宋
だ
最
後
的
結
論
を
得
ず
、
県
に
対
し

て
も
答
申
し
て
い
N
せ
ん
が
、
大
体
こ

｝鱗
禦
縦
璽
欝

　
　
堰
の
巾
は
現
在
の
約
＝
○
米
を
倍
の

七
一
、
五
米
と
し
、
門
師
の
用
付
部
分

　
四
八
米
と
な
る
。
そ
の
間
に
は
＝
一
米

　
悟
に
1
1
1
本
の
巾
l
、
市
米
、
高
さ
十
米

　
内
外
の
村
を
静
け
、
門
田
の
開
閉
は
人

　
力
、
蹴
力
、
発
動
機
の
；
段
哨
の
作
用

が
出
来
る
如
く
す
る
。

　
　
こ
s
P
レ
て
平
常
時
最
大
に
貯
水
し
た

場
合
は
、
繍
岡
儒
卜
流
約
百
氷
宿
影
響

の
あ
る
こ
と
x
な
る
。
尚
洪
水
時
は
前

の
線
で
落
特
く
も
の
と
見
ら
れ
、
細
部
一

が曹
れ
る
の
み
と
な
り
亡
た
・
「

　
工
事
は
三
o
、
三
一
の
両
年
度
で
約
．

五
億
の
工護
と
ポ
っ
て
居
り
ま
す
の

で
、
今
後
⊥
事
そ
の
他
に
も
協
刀
を
求
一

め
ら

れ
る
と
思
わ
G
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
o

総
務
課
畏

南
園

貢

所
得
税
予

定

納

税

今
年
は

八
月
十
日
ま
で

舗
璽
誘
コ
ン
ク
：
i
・
－
o
u
　
ー
　
S
る
蓑
の
嬰
に
お
い
て
賂
提

国
民
の
税
負
担
を
勅
く
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は將
は
大
き
な
関
心
を
持
つ
て

4
、
村
内
馬
田
碧
の
馨
つ
旦
控
除
禦
引
至
げ
ら
れ
る
と
g
，
に
・

酊
正
所
窺
萎
が
蓋
し
て
吉

1日
か
N
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た

l改正
の
要
点
は
基
礎
控
除
そ
の
他
所
得

追
加
予
算
定
る
　
一
肋
繕
霞
漂
ぽ
解
鐘
鰭
鍵
曝
露
顯

霧
織
灘
纏
繰
鑛
田
翌
繍
端
罐
罐

て
サ
タ
や
ミ
や
コ
　
く
　
さ
ま
ロ
ツ

藷
四
拾
．
召
．
計
上
。
れ
㎜
繍
灘
鱒

　　
　
一
そ
の
他
撰
描
麹
林
業
費
に
若
干
の
追
礼
会
保
険
料
控
除
の
三
つ
に
代
つ
て
・

円
を
怖
ら
れ
て
居
り
ま
す
。

　
教
斉
費
に
つ
い
て
は
学
校
図
奮
館
振

一
円
で
賄
わ
れ
て
居
り
ま
7
e

一
こ

れ
で
鰹
舞
弐
千
弐
胃
目
四

を
一
＝
名
に
減
じ
吉
規
定
で
あ
り
ま
し
万
円
訓
八
万
円
、
卿
科
関
係
日
人
原
中
　

た
の
で
こ

れ
鱒
の
調
弊
を
す
る
各
機
開
　
学
校
分
と
し
て
拾
一
ハ
万
円
、
膵
振
m
係
ま
れ
る
訳
で
す
が
現
呑
の
処
で
は
何
し

の
人
仲
畷
の
組
替
下
役
場
費
の
職
員
給

gel
10
万
円
農
券
字
昌
会
費
を
約
四
万

7－

千
円
減
じ
議
会
費
へ
　
万
し
干
円
増

額
木
村
役
瑚
行
政
に
ご
六
錦
余
勒
続
さ

れ
た
田
代
氏
外
数
名
の
浪
職
㊤
等
へ
振

当
て
い
ま

す
r
外
は
殆
芦
事
勢
費
関
係

の
投
資
で
あ
り
、
先
ず
士
木
費
と
し
て

梅
雨
に
よ
る
道
照
破
損
の
補
修
費
（
山

駅
法
・
裂
振
川
法
・
鷹
譲
馨
妻
千
書
円
と
な
り
竿
の
同
期
七

の
法
律
に
よ
る
機
助
で
、
図
調
関
係
に
一
月
茉
現
在
の
そ
れ
よ
り
約
四
胃
万
円
減
，

田
代
、
大
原
の
各
小
中
呼
校
四
校
各
弐
一
じ
て
い
n
J
す
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尚
今
後
も
相
当
の
財
政
瀦
理
が
亮
込
　

は褒
分
と
し
て
J
F
－
力
円
蔭
ら
芸
そ
の
器
の
藁
朋
の
。
め
摺

て

雛
い
お
い
て
は
蓼
旦
η
領
は
殆
μ
川
来
な
い
も
の
と
案
じ
て

採
用
す
る
が
、
従
前
の
三
控
除
を
採
用

す
る

か
け
納
税
者
個
人
の
選
択
に
任
せ

ら

れる
。

次
に
本
年
分
は
特
別
措
紺
と
し
て
減
額

串
請
は
七
月
二
十
五
円
ま
で
、
第
一
期

分
納
税
期
（
七
月
予
定
納
税
）
は
七
月

土
ハ
日
よ
り
八
月
十
五
日
ま
で
（
予
定

申
告
も
同
期
間
内
）
と
期
限
が
繰
下
げ

ら

れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
9
T
に
つ
い

て
は
税
務
署
で
は
納
期
が
中
元
の
金
廻

り
期
に
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
為
心
掛

け
次
第
に
よ
つ
て
は
例
年
よ
り
納
め
や

す
い
こ
と
に
な
る
の
で
今
納
税
者
の
期

限
内
完
納
を
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
最
近
一
般
市
町
村
民
の
納
税
に
対
・

甘
藷
耕
種
改
善
試
作
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　　　　岩
崎
に

設

置

を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
処
で
あ
り
ま
す
。
叉
現
存
予
算
の

た
竺
教
欝
筆
薪
阿
さ
れ
、
亀
義
行
す
ら
案
じ
て
い
姦
で
あ
り

財
源
を
注
ぎ
災
仰
復
旧
費
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

　藁
経
済
費
は
長
谷
外
ご
地
区
の
耕

　
功
け
ど
く
我
が
暮
し
楽
に
な
ら
ず

と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
仇
い

て
も
彷
い
て
も
4
活
は
ま
S
に
な
ら
な

い
．災

害
こ
そ
な
け
れ
ば
増
躍
が
出
来
る
の

だ
と
念
願
す
る
所
で
す
が
’
自
然
を
相

手
に
す
る

農
非
経
営
で
あ
れ
ば
災
官
を

予
期
し
た
針
画
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
へ
　
そ
　
　
に
　
う
と
い
た
し
か
た

難
蹴

あ
る
と
信
じ
ま
す
。
反
面
災
轡
の
比
牧

的
少
い
h
抑
、
樹
酩
の
反
収
は
如
何
で

せ
う
、
村
平
均
反
当
目
薪
四
〇
〇
〆
鷺

㎝
八
斗
の
数
字
が
出
て
お
り
ま
す
が
、

こ

れ
が
勢
］
杯
の
努
力
の
結
集
で
あ
り

ま
し
よ
う
か
、
私
は
ま
だ
く
努
力
研

究
が
足
ら
な
い
と
思
う
o
慣
行
雅
法
の

実
態
鯛
杏
で
判
る
よ
う
に
四
〇
〇
〆
し

か
取
れ
な
い
栽
培
法
が
毎
年
繰
返
さ
れ

て
い
る
か
ら

で
す
。

そ
こ

で
世
弄
改
良
輻
務
所
で
は
現
地
で

碗
認
し
た
成
績
と
賦
験
場
の
成
績
を
総

歪
、
K
e
g
家
に
m
m
e
x
る
範
g
e
w

熱
心
な
賎
家
を
選
定
し
、
グ
ル
ー
プ
の

竃
謡
e
て
、
曇
曇

一
く
曲
民
か
ら
観
察
検
討
し
て
い
た
だ
き

　
の
で
次
号
で
成
績
を
発
表
す
る
事
に
し

　今
回
は
現
在
実
施
中
の
甘
賭
耕
瀾
　
改
善

　
試
作
圃
の
概
要
を
説
朋
い
た
し
ま
す
。

　
一、

試
作
圃
に

甘
藷
を

　
　
　
　
と
り
あ
げ
た
理
由

　
　
甘
酪
作
は
畑
作
経
営
の
主
体
を
占
め

　
て
い
k
が
ら
反
敗
四
〇
〇
〆
で
空
耀
揖

　
が
低
く
経
営
改
善
の
目
標
と
な
つ
て
お

　
り
r
ま
す
の
で
、
甘
寵
作
を
将
来
安
定
作

　
物
と
ー
て
推
進
し
て
行
く
に
は
栽
培
技

可
蓼
の
改
欝
が
残
蕊
て
い
る

聚
町
で
は
名
実
共
に
磐
ゑ
壁
な
．
普
菖
の
裏
藷
杏
と
・
欝
の
世

納
税
貯
藩
組
合
の
発
足
を
見
て
い
る
o
　
I
㈱
を
聞
き
そ
の
結
果
を
普
及
す
る
方
法

税
務
署
で
は
ご
れ
ら
組
A
員
に
つ
い
て
．
を
現
在
と
つ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
耕
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

は
組
合
員
そ
れ
ぞ
れ
の
自
発
的
納
税
に
一
改
杵
賦
作
圃
で
あ
り
ま
す
。

ま
つ
こ
と
に
し
て
納
期
限
内
の
納
税
督
・
此
の
墨
は
I
I
十
九
年
度
か
ら
国
策
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

馨
が
百
皇
く
こ
の
よ
う
に
魁
れ
・
田
代
村
で
w
a
．
　
・
i
　
E
を
取
り
あ

励
を
し
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。

田
代
村
に
お
い
て
も
多
く
の
納
税
貯
需

す
る
別
解
が
深
ま
り
す
で
に
高
川
町
、
一
発
展
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
o

籠
順
聴
宝
胎
唖
離
麟
齢

i
ξ
．
V
．
－
t
l
p
t
‘
n
g
V
－
”
－
V
－
h
”
t
－
v
ξ
1
～
p
N
p
t
e
l
”
5
b
1
胃
葦
’
－
’
－
“
”
A
－
v
－
－
　
”
－
N
～
－
b
－
．
A
．
”
N
p
ー
．

げ
設
掃
し
立
派
な
成
績
を
納
め
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

庵醐
拾
五
万
庭
約
八
万
円
の
巫
ま
f
o
の
w
v
e
分
な
る
御
協
力
蘭
・
ま

す
o

用
　
園

e
“
e
■
v
V
V
H
．
－
O
l
e
e
ー
■
t
n
v
－
－
v
e
e
～
I
w
w
l
e
e
O
e
－
－
－
v
－
v
－
“
θ
ー
4
i
・
～
‘
．
0
・
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づ

公
民
館
巡
回
映
画
に
よ
る

覗

聴
覚

教
育
に

思
う

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
’
と
か
肯
わ
g

て
居
り
ま
責
よ
う
に
見
て
自
か
ら
の
問

題
と
し
て
研
究
す
る
の
で
あ
り
ま
す
o

私
の
部
落
で
は
七
月
の
巡
回
映
画
は
公

民
館
長
の
熱
曹
と
部
落
民
の
嬰
望
に
よ

り
昼
間
実
施
し
て
餓
い
た
の
で
す
が
当

M
は
騰
休
日
と
し
て
仔
部
沿
民
の
出
席

を
見
ま
し
ノ
。
当
部
落
始
じ
ま
つ
て
こ

ん
な
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
p

、
「
隼
、
い
」
相
盈
教
育
の
坦
e
あ
り
ま

す
。
映
画
と
し
ま
し
て
も
自
か
ら
の
閲

題
と
し
て
大
変
艮
く
効
果
も
大
ε
あ
つ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
映
画
後
の
討
論
会

で
も
、
い
つ
の
会
で
も
帰
っ
て
し
ま
う

人
が
後
ま
で
残
つ
て
意
見
を
出
し
た
り

叉
映
画
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
一
般
膿

事
の
こ
と
、
公
民
館
活
動
の
ク
ル
－
－
ブ

の
閥
題
、
△
、
迄
に
見
な
か
つ
た
意
見
が

川
ま
し
て
、
映
画
教
貸
　
「
準
い
」
の

｝纂
性
轟
じ
さ
碁
聖
k
、
旦

画
を
見
る
人
、
伺
十
年
振
σ
に
見
る
人

も
居
る
始
末
で
あ
り
、
研
究
討
論
、
映

画
轍
賞
も
よ
く
行
き
ま
せ
ん
が
、
次
第

冨
憤
力
曇
菖
い
手
．
今

一

後
も
務
め
て
、
こ
ん
な
機
会
が
得
ら
れ

る
こ
と
を
望
ん
で
居
り
ま
す
。
日
数
等

の
関
係
で
毎
月
と
は
お
願
い
出
釆
な
い

か
と
も
思
い
ま
す
が
、
昼
間
を
利
用
下

さ
い
ま
し
て
当
部
落
公
民
館
に
て
史
施

方
を藁
す
る
次
第
で
す
。
昼
閻
夜
間

の
上
映
に
つ
い
て
の
帝
見
C
あ
り
ま
”
O
L

が
、
当
部
落
と
し
ま
し
て
は
、
夜
間
の

蜴
合
は
戸
数
が
散
呑
し
て
居
り
隼
会
が

一し
蒙
民
の
巨
は
牛
れ
葡
め
一
、
映
思
・
よ
う
に
行
か
な
い
こ
と
、
§
第
額
蕊
霧
㎜
翼
認
讃
籔
迦
‖
m
瑠
・
。
竃
魏
瓠
。
如
m

昼
堕
k
巨

建

男

休

竃
　等つ
　で　て
　’9螢

　ま　後

定資産税
一、額

〕2，620

！6，000

13・ン30

1｜，820

16，330

｝1，700

io，530
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賄，290

14，550

［5，800

4，300

！O，80［J

；2，530

7，330

3，760

14，040

1，？90

2，210

9，920

9，37｜

7，810

2，030

6，750

3，120

4，1〔〕0

3，38U
5，90〔〕

8，870

9，100

1・100

8，190

9，710

7，610

5，000

0，790

　16（i

　450
0，420

同納臓

32，

26，

13，

21，

36，

31，

50，

24，

36，

34，

45，

14，

19，

32，

17，

21，

32，

63，

34，

43，

15，9

38s

19，

41，

18，

29，

27，

24，

60，

　298，5

1，255・S

の
で
賦
竹
圃
と
し
て
と
り
あ
げ
た
。

二
、
甘
酪
作
生
産
不
振

　
　
　
と
原
因
の
関
係

イ
、
せ
ん
こ
う
苗
で
節
聞
が
通
い

　
地
床
で
苗
床
面
積
が
狭
く
、
小
醐
の

密
植
で
あ
る
。

ロ

、
植
付
時
期
が
お
く
れ
る

　
七
月
申
旬
ま
で
か
1
る
。

　
苗
床
面
積
は
反
当
地
床
が
ご
坪
位
で

　
堆
厩
肥
の
離
肥
が
少
く
、
土
入
、
迫

　
肥
が
少
く
、
輿
班
病
に
侵
さ
れ
苗
M

　
ち
が
悪
い
。

ハ
、

囎
巾
、
杖
間
が
近
い

　
貧
弱
苗
に
堆
肥
が
不
足
す
る
関
係
と

　
カ
ル
チ
ベ
ー
タ
ー
等
の
農
機
其
が
な

く
認
識
不
足
で
あ
る
。

二
、

棚
肥
燈
が
少
い

　
茶
肥
が
不
適
で
あ
ろ
。
甘
囎
配
合
が

　
一
般
正
使
わ
9
1
て
い
る
が
、
単
肥
の

　
硫
安
、
過
石
で
加
里
が
随
わ
れ
て
い

な
い
。
加
串
歪
。

ホ
、
有
機
質
肥
料
の
肺
用
が
少
い

　
聯
力
不
足
で
堆
冗
肥
の
加
用
が
少
ぐ

　
緑
肥
が
栽
培
さ
れ
な
い
。

以
L
の
川
由
で
反
牧
四
o
o
〆
で
あ
る

ア
ン
ヶ
ー
ト
調
査
に
よ
る
。

三
、
設
置
場
所
及
び
担

　
　
　
当
農
家

田
代
村
苑
岩
澗
字
段

牧
原
和
夫
　
一
反
五
畝

池
E
深
　
一
反

山
口
国
中
　
一
一
反

k
わ
な
い
・
置
の
後
で
泰
繋
展

日
と
し
て
・
映
画
が
済
4
も
帰
つ
て
・
固30年
第1期納k
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　　　　　60

　308，

1，29

る
こ
と

苦
で
す
o

啓
発
に
、
霜
姦
禽
の
場
と
し
て
映
昭

画
会
に
は
望
U
べ
き
で
け
な
い
で
し
よ
一
　
　
膓

う
か
。

　
　
　
　
原
沢
部
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：

　
　
　
　
　
　

公掃
主
巾

以
上
串

し
上
9
し
た
が
δ
霞
昌
和
調定額
12S，410

102，470

53，870

85，420

142，170

｜25，360

198，5SO

97，820
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　1

143，120
136，i601

　　178，880

　　　55，550

　　　81，130

　　127，48e

　　　67，94〔｝

　　　52・760

　　　92，⑨lO

　　　45，330

　　　　8，690

　　　38，630

　　　36，550

　　　29，200

　　　　7，700

　　183，640

　　248・790

　　133，970

　　170，760

　　　62，430

　　153，230

　　　74，570

　　162・270

　　　71，500

　　116，200

　　1t8，460

　　　98，23

　　239，740

　　　　　640

1・223・980

5，084，400

　
場

原

谷

郡

郡

口

村

下

怖

木

野

口

原

原

尾

川

牧

山

野

野

川

m
石

立

立

原

沢

野

口

倉

酬

棉

蹄

切

圃
行

外

研

　
　
　
・
巾
中
・
　
小
・
ま
　
・
行
渠
　
柴
　
戸
ケ
　
・
志
縮

F
用
市
丹
閥
東
暦
巾
川
岩
声
折
山
両
曜
巾
新
内
官
鵜
久
弊
爾
γ
柴
上
L
原
池
澗
猪
応
早
郷
初
嬬
化
廿
合

衛

生

便
り

　
本
梼
的
な
夏
の
訪
れ
と
共
に
毎
日
戸

外
で
激
し
い
労
仇
を
さ
れ
る
皆
さ
ん
方

の
御
身
体
の
醐
イ
は
加
何
で
す
か
。

　
輯
さ
が
ひ
ど
く
な
る
と
、
い
ろ
ん
な

伝
染
摺
「
赤
痢
、
チ
ブ
ス
、
疫
痢
、
腸

炎
」
蓋
行
し
ま
す
、
こ
れ
は
少
し

の
油
断
か
ら
で
す
か
ら
日
常
生
活
の
こ

ま
か
い
幕
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り

ま

せ
ん
’

1
、
住
家
は
い
つ
も
内
外
具
、
W
消
掃
し

　
ま
し
よ
う
。

l

四
、
試
作
圃
の
耕
稲
概
要

区改

催芽床
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x
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4
2
べ

石
3
チ

過
4
ル

　
〆
当
力

　
3
反
寄

粉
尺
士

迄
骨
－
肥

日
〆
問
追

o
4
株
頃

－
安
寸
日

月

硫
5
5

6
〆
尺
2

？0
2
後

日
o
巾
付

5
3
卿
植

亀
　
〆O
寸
2
4
旬
寸

　
　
×
上
2

床
坪
寸
月
尺

地

2
L
£
4
1

灘
　
　
　
：

　
　
ダ
　

帥禦
・

6
用
硫
肺

床
式
m
式
期
さ
圃
付
当
当
式
珊

醤
長
髪

床
当
込
込
の

　
　
　
　
　
　
　

麗

債曽
伏
伏
皆
本
纏
ね
曹

　
つ
け
ま
し
よ
う
、
夏
は
必
ら
ず
水
は

　
一
度
煮
て
冷
や
し
た
も
の
か
、
又
は

　
番
茶
を
飲
み
ま
し
よ
う
e

3
、
子
但
は
改
も
ち
つ
と
胴
つ
て
い
ま

　
せ
ん
、
寝
冷
苓
し
な
い
よ
う
に
腹
巻

　
を
さ
せ
ま
し
よ
う
。

4
、
夏
は
物
が
腐
り
易
い
の
で
食
物
に

　
市
分
気
を
つ
け
て
食
過
ぬ
よ
う
に
し

　
ま
し
よ
う
。

5
、
手
洗
の
習
慣
を
っ
け
る
、
食
事
の

　
前
や
仕
串
、
遊
び
か
ら
帰
つ
た
時
、

　
用
便
の
後
必
す
手
を
洗
い
、
口
を
す

　

A
ぐ
様
に
し
ま
し
よ
う
。

6
、
予
防
在
射
は
必
ら
雪
受
け
ま
し
よ

　
う
。
色
々
な
伝
欝
が
流
行
す
る
と

　
思
い
ま
す
が
、
病
気
に
か
、
つ
た
後

　
で
あ
わ
て
、
も
押
い
の
で
、
病
気
に

　
か
l
ら
な
い
槌
ピ
ナ
る
毎
日
が
天
切

　
な
わ
け
で
す
。

百
日
咳
「
オ
ン
イ
干
」
の
予
防
注
射
も

近
日
申
に
実
卵
し
ま
す
。

先
有
巾
し
ま
し
た
様
に
か
x
つ
て
か
ら

は
昂
い
の
こ
か
A
C
ぬ
う
ち
F
予
防
渉

射
を
し
て
来
然
に
予
防
し
才
し
よ
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　

　

2
、
先
ず
牛
水
を
飲
ま
な
い
嫌
、
気
を
一
日
脾
追
つ
て
通
知
し
ま
p
O

、

，

I
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公
民
館
巡
回
映
書
に
よ
る

覗

聴

覚

教

育

に
つ
い
て

　
視
聴
覚
教
育
と
い
う
旨
葉
の
内
容
は

決
し
て
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
頴
願

と
し
て
非
常
に
新
鮮
な
願
覚
を
什
つ
て

居
り
ま
す
。
日
本
に
も
跡
画
、
ラ
ジ
オ

等
が
牛
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
教
苔
的

刺
用
に
つ
い
て
、
研
鯛
鯛
費
が
行
わ
れ

理
論
づ
け
が
な
さ
れ
て
居
り
辛
す
。

昭
和
ご
十
四
午
公
布
施
行
さ
れ
た
社
炎

教
育
法
の
巾
に
は
、
視
聴
覚
教
育
に
必

要
な
設
備
資
材
の
拒
供
が
規
定
さ
れ
て

教
育
案
員
会
の
視
聴
覚
教
膏
係
等
の
設

置
の
法
的
根
拠
が
示
さ
れ
、
全
岡
的
に

社
会
教
斉
に
お
け
る
視
聰
党
教
育
が
活

発
化
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
田
代
村
♪
薮
し
ま
し
て
糸
皆
さ
ん
、

御
承
知
の
涌
り
公
民
館
に
映
写
機
を
購

入
し
て
蛾
き
、
村
内
部
鷲
公
周
館
を
巡

回
十
映
致
し
視
聴
覚
教
育
に
当
つ
て
居

ま
す
が
、
係
の
琢
門
的
技
術
や
、
蘭
催

の
時
期
、
憎
況
判
断
の
誤
、
計
圃
等
の

不
充
分
な
点
や
、
叉
成
人
は
そ
れ
ぞ
れ

異
つ
た
生
活
環
開
に
あ
り
、
興
味
、
関

心
、
習
慣
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
そ
の

考
え
方
も
、
ま
た
い
ろ
く
ち
が
つ
て

　
　
・
t
－
●
　
“
t
－
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A
＃
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知

9
て
置
き

憲
法
と
裁

三
、
新
憲
法
下
の
行
政

　
　
　
裁
列

私
連
の嵩
は
、
色
々
の
点
に
お
い
て

役
所
の
平
渉
を
受
け
て
い
る
。

例
え
ば
、
税
務
璃
で
き
め
ら
れ
た
税
金

を
払
わ
な
け
れ
ば
発
抑
え
を
受
け
る
し

商
売
を
始
め
る
に
つ
い
て
も
い
ち
く

役
所
の
許
可
が
い
る
場
合
が
少
な
く
な

い
と
云
う
あ
ん
ば
い
で
あ
る
。

も
し
、
こ
れ
ら
の
役
所
が
、
例
え
ば
不

当
に
多
く
の
税
金
を
課
し
た
り
、
法
律

の
定
め
の
通
り
許
可
を
し
て
ぐ
れ
な
か

つ
た
り
し
た
場
合
、
麓
が
泣
き
鴨
入

り
を
す
る
ほ
か
に
仕
力
が
な
か
つ
た
と

し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
で
は
国
民
の
基
本
的
人
禰
と
S
つ

て
も
、
有
名
無
実
に
な
っ
て
し
ま
う
で

あ
ろ
う
。

そ
こ
で
憲
法
は
、
法
律
に
反
す
る
役
所

の
行
論
に
対
し
て
は
、
国
民
が
裁
判
所

に
蘇
え
て
、
裁
迦
に
よ
つ
て
そ
の
非
を

m
し
て
も
ろ
う
権
利
を
保
肺
し
て
い
る

こ
の
よ
う
な
疏
判
が
行
政
裁
判
で
あ
る

新
憲
法
の
笑
施
以
来
、
こ
の
よ
う
な
行

S
る

の
で
充
分
な
効
果
も
得
ら
れ
て
い

な
い
か
と
も
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
8
皆

さ
ん
方
の
一
段
の
御
繍
力
に
よ
り
ま
し

て
、
映
画
に
よ
る
祝
聴
ぴ
教
育
の
発
展

に
堺
力
し
た
い
も
の
て
す
。

　
六
、
七
月
の
映
画
《
を
反
省
し
ま
す

と
、
映
画
と
し
て
は
大
変
評
判
が
良
く

叉
効
果
も
大
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
江
す

が
、
発
に
宙
し
上
げ
ま
し
た
、
い
ろ
ん

な
点
で
映
圃
鰍
狩
会
、
討
諭
が
大
部
分

の
会
錫
で
実
施
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は

布
分
の
効
果
で
な
か
つ
た
と
貢
わ
れ
る

の
で
す
が
、
謬
次
「
簗
い
」
の
実
施
に

よ
つ
て
、
観
賞
会
、
研
究
討
論
会
が
う

ま
く
出
来
て
行
く
こ
と
に
よ
つ
て
、
公

民
館
の
映
画
に
よ
る
視
聴
慨
教
寳
活
動

は
格
段
に
活
発
化
し
、
や
が
て
粁
会
教

袴
全
般
の
強
力
な
推
進
力
と
な
る
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
研
明
討
輪
会
、
帆
賞
《
等
に
よ
つ
て

翻
解
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を

自
か
ら
の
問
題
と
し
て
研
明
し
、
団
体

行
鋤
に
よ
つ
て
、
実
践
活
鋤
に
ま
で
展

開
し
て
生
活
の
諏
題
を
解
決
し
、
翌
か

　
　
　
－
●
t
N
t
i
－
◆
V
t
．
－
t
t
－
“
t
、

た

k、

判
の
話
（
三

政
裁
判
を
求
め
る
所
舩
の
数
は
’
昨
年

慕
ま
で
に
約
1
I
、
五
〇
〇
件
の
多
き

錘
し
て
い
る
。

そ
の
申
味
を
見
る
と
、
騰
地
の
売
牧
、

税
金
の
賦
課
や
徴
牧
、
土
地
区
画
弊
理

の
た
め
の
換
地
、
建
築
酔
可
や
黛
の

免
許
、
特
許
や
笑
用
新
案
や
商
標
等
の

登
録
、
選
挙
や
リ
コ
ー
ル
、
地
力
餓
会

の
磯
員
の
除
名
や
公
務
艮
の
寵
免
や
公

立
学
校
の
苧
牟
の
退
学
処
分
等
、
凡
そ

国
民
生
活
と
関
係
の
あ
る
行
政
の
全
般

に
わ
た
つ
て
純
々
さ
ま
ぐ
の
所
松
が

起
さ
れ
て
い
る
。

行
政
所
舩
の
申
に
は
又
、
日
常
生
活
の

関
係
の
あ
る
卑
近
な
問
題
に
関
す
る
も

の
ば
か
り
で
な
v
、
広
く
国
の
政
治
と

っ
な
が
り
を
持
ち
、
ま
た
利
会
的
に
大

き

な
影
響
を
及
ぼ
す
の
も
少
な
く
な
い

例
え
ば
吉
田
内
閣
の
行
つ
た
衆
議
院
の

解
散
が
有
効
か
鉦
効
か
を
争
う
訴
訟
や

申
共
や
ソ
連
行
き
の
放
券
の
交
付
を
拒

絶
し
た
外
務
大
臣
の
処
分
を
争
う
訴
訟

等
は
モ
の
当
時
の
政
府
の
政
雫
や
政
治

の
動
向
と
深
い
関
係
・
，
」
つ
餅
訟
の
適

で
朋
る
い
郷
十
を
建
設
1
1
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
．

　
今
後
の
公
民
館
巡
回
映
画
会
に
は
’

研
廃
討
論
、
映
画
眠
賞
会
を
各
余
場
て

暴
非
実
施
し
た
い
も
の
で
す
o

皆
さ
ん
の
良
き
映
画
会
に
な
る
よ
う
、

御
協
力
願
い
ま
す
。

　
尚
映
画
会
に
対
す
る
、
御
菅
見
、
感

想
、
そ
の
外
ど
ん
な
こ
と
で
も
良
い
で

す
か
ら
、
口
頓
で
も
、
手
紙
に
で
も
書

い
て
公
民
館
宛
、
御
知
ら
せ
下
さ
れ
ば

宰
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
公
尾
館
轡
記
　
白
桃
　
進

　
　
　
轟
“
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砦

養
蚕
の
導
入
t
［
，
｛
何
故
必
要
か

先
ず
日

本
の
聖
が
外
国
の
肇
に
大

刀
打
ち
出
来
る
か
と
云
う
耶
で
あ
り
ま

す
が
、
一
例
を
米
に
と
れ
ぱ
、
日
本
の

米
価
は
す
で
に
一
万
円
葬
喫
破
し
乍
ら

更
に
農
家
は
ま
だ
く
米
価
の
士
昇
を

嬰
求
す
る
現
状
で
あ
り
緊
す
が
、
果
し

て
こ

の
堀
求
通
り
に
米
価
を
上
昇
さ
し

例
で
あ
り
、
ま
た
掃
近
新
聞
紙
上
ケ
賑

せ
た
学
牛
の
ぷ
挙
地
に
閉
す
る
訴
訟
や

毎
年
の
よ
う
に
起
さ
れ
る
、
総
評
宇
催

の
メ
ー
デ
ー
の
た
め
の
阜
屑
前
広
助
使

用
の
許
可
を
め
ぐ
る
訴
訟
等
は
、
礼
食

的
に
大
き
な
影
糾
を
及
す
所
訟
の
適
例

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
行
政
所
舩
に
於
い
て
、
国
民

側
の
貢
い
分
が
ど
の
程
度
と
お
つ
て
い

る
か
と
旨
う
と
こ
れ
ま
で
地
方
裁
判
所

で
な
さ
れ
た
行
政
裁
判
の
う
ち
、
約
三

分
の
一
は
、
原
告
即
ち
国
民
側
の
勝
所

と
な
つ
て
い
る
。

前
述
し
た
学
生
の
選
挙
地
に
関
す
る
所

舩
は
、
地
力
裁
判
所
で
も
爵
裁
判
所

で
も
単
生
側
の
勝
と
な
つ
て
自
治
庁
通

遼
が
覆
え
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
一

例
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ

つ
て
み
て
も
行
政
裁
判
が
行

政
を
行
う
役
所
の
非
を
正
す
と
云
う
点

に
於
い
て
、
相
当
大
き
な
肋
き
を
し
て

い
る
こ
と
は
十
分
認
め
I
S
れ
る
で
あ
ろ

う
。こ

の
よ
う
に
、
行
政
舵
判
は
国
民
の
禰

利
や
自
由
を
役
所
の
横
暴
か
ら
守
る
た

め
に
は
’
欠
く
ポ
の
川
来
な
い
制
度
で

あ
る
。

し
か
し
他
而
に
於
い
て
、
先
程
も
述
べ

た
よ
う
に
、
役
所
の
行
う
行
政
は
、
閑

の
政
治
や
牡
会
の
動
き
と
密
接
な
閉
係

を
持
つ
て
い
る
の
で
、
行
政
裁
判
に
対

し
て
は
、
外
部
か
ら
い
ろ
く
の
圧
迫

が
加
わ
り
や
す
い
乙

そ
れ
故
行
政
裁
判
ぱ
、
あ
く
ま
で
国
介

や
内
閲
か
ら
完
令
に
独
ば
し
た
。
何
奄

の
に
も
囲
し
な
い
地
W
と
力
を
も
つ
裁

判
所
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
必
嬰
が
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
懸
法
が
行
政
裁
判
所
を
廃
止
し
て
、
一

た
な
ら
ど

う
な
る
で
し
よ
う
。
現
廊
世

界
申
に
は
食
粗
が
余
s
、
今
後
米
価
は

下
る

布
舗
合
だ
と
云
わ
れ
、
特
に
南
万

米
は
近
い
将
来
籾
一
俵
一
四
〇
〇
門
位

に
下
が
る
と
I
K
わ
れ
て
屑
り
ま
す
。
そ

う
な
つ
戸
助
合
、
皆
さ
ん
円
本
の
ご
、

F
f
c
o
円
位
の
米
と
外
固
の
一
、
四
〇

司
決
裁
判
所
に
行
政
裁
判
権奪
え
た

舶
由
の
一
つ
は
こ
A
に
あ
る
。

國
民
の
離
本
的
人
柵
が
完
全
に
守
ら
れ

る

か
ど
う
か
は
、
剥
所
が
新
憲
法
の

こ
の
よ
う
な
期
待
に
答
え
て
ゆ
く
事
が

出
来
る
か
ど
う
か
に
か
＼
つ
て
い
る
e

し
か
し
、
叉
、
そ
の
た
め
に
は
、
国
民

が
こ
の
よ
う
な
裁
判
所
の
使
命
を
抑
解

し
、
有
形
侃
’
形
の
麦
持
と
鞭
捲
を
与
え

る
こ
と
が
強
く
望
ま
れ
る
わ
け
で
あ
る

四
、
両
性
の
卒
等
と
家

　
　
　
庭
裁
判
所

新
憲
法
第
二
十
四
条
に
は
個
人
の
尊
厳

と

両
性
の
本
槻
的
平
等
に
立
脚
し
た
家

庭
空
活
民
主
化
の
理
想
が
掲
げ
ら
d
て

い
ま
す
o

こ

の
孤
想
r従
つ
て
問
法
も
改
古
せ
ら

れ
、
宍
婦
開
に
於
い
て
も
旧
憲
法
旧
民

法
間
代
の
よ
う
な
妻
の
不
利
益
な
地
位

と
云
う
も
の
は
一
切
認
め
ら
れ
ず
、
法

律
の
ヒ
に
お
い
て
顎
と
夫
と
は
余
く
平

等
の
立
場
と
な
つ
売
事
は
周
知
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

裁
判
所
は
撤
法
を
守
り
法
律
を
守
る
所

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
裁
判
所
に
於
い
て

は
e
女
で
あ
る
か
ら
、
凄
で
あ
る
か
ら

又
は
母
で
あ
る
か
ら
と
云
っ
て
、
男
よ

り
も
、
失
よ
り
も
又
は
父
よ
り
も
不
利

な

取
扱
い
を
受
り
る
と
云
う
事
は
全
然
一

あ
り
ま
せ
ん
。

象
庭
裁
判
所
’
巳
は
家
庭
や
家
族
に
関
す

る

い
ろく
の
問
題
を
取
り
扱
つ
て
お

り
ま
T
が
、
そ
こ
で
は
自
然
男
性
と
女

性
と
の
間
の
紛
争
、
殊
に
夫
婦
の
間
の

紛
争
閥
題
が
一
番
多
く
取
り
扱
わ
れ
る

わ
旦
、
す
。
　
　
　
　
　
一

そ
こ
で
こ
れ
ら

の
事
仲
の
申
に
両
性
の

ゾ
管
e
ぢ
小
が
、
g
ん
な
ふ
う
に
現

o
円
位
の
米
と
ど
ち
ら
が
艮
く
売
れ
る

で
し
よ
う
か
e
そ
こ
で
今
後
日
本
の
農

業
は
外
国
の
米
の
値
段
と
同
じ
ま
で
下

が
つ
て
な
お
馴
合
う
よ
う
r
牛
爾
費
を

引
下
げ
る
か
、
或
は
氷
は
引
合
わ
ず
と

も
作
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
．
そ
し
て
米

で
は
外
国
に
負
け
て
も
日
本
に
も
外
E

に
絶
対
ゼ
負
け
な
い
特
搾
物
の
行
る
事

を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
其
の
作
物

を
作
り
外
国
の
操
業
に
太
刀
打
ち
せ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
米
を
買
う

に
は
金
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
世
界
の
ど

ご
で
も
通
用
す
る
合
を
線
が
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
’
其
の
金
憲
ぐ
た
め
に
も
や

は
り
何
と
云
つ
て
も
、
先
ず
v
a
　
］
　
1
い
岐

ト
げ
ら
れ
る
も
の
は
淑
去
現
在
の
縮

に
於
い
て
牛
糸
で
あ
る
守
は
御
存
知
の

涌
り
で
す
。
戦
前
の
輸
出
高
け
現
在
の

金
に
し
て
一
、
○
弔
○
億
円
約
1
1
I
億
ゾ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P

わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
の
ぞ
い
て
み

ま
し
よ
う
。

家
庭
裁
判
所
で
は
毎
年
全
国
で
約
四
方

件
の
家
牢
澗
停
耶
件
を
取
り
扱
つ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
で
法
律
上
の
夫

婦
及
び
内
線
の
夫
婦
の
間
の
紛
争
都
件

は
約
半
数
の
二
万
件
位
で
す
。

そ
し

て
更
に
、
そ
の
う
ち
で
女
性
か
ら

の
申
立
に
よ
る
も
の
が
約
七
割
七
分
、

件
数
に
し
て
、
I
万
六
千
仲
位
に
上
つ

て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
我
が
国
で
一
ヶ
年
に
N
の

位
離
婚
が
あ
る
か
と
申
し
法
す
と
、
約

七
万
九
千
組
で
あ
つ
て
、
こ
の
数
は
こ

A
七
、
八
年
の
間
余
り
増
え
た
り
減
つ

た
り
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
う
ち
て
家
庭
裁
判
所
の

翻
停
で
離
娼
を
し
た
数
は
、
昭
和
二
＋

三
年
は
千
二
百
件
で
し
た
が
、
毎
年
増

加
し
て
e
昭
和
二
十
七
年
に
は
実
に
三

倍
半
の
約
四
千
二
百
件
に
な
つ
て
い
ま

す
o

ま
た
、
離
婚
訴
訟
に
よ
つ
て
判
決
で
離

婚
に
な
る
も
の
の
数
は
、
昭
和
二
十
三

年
に
は
約
百
田
○
件
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
昭
和
二
十
b
年
に
は
四
倍
の

約
六
百
仲
に
遠
し
て
お
り
栄
す
。

裁
判
所
に
離
婚
事
件
が
多
く
な
る
と
天

う
こ
と
は
、
そ
れ
自
休
と
し
て
は
決
し

て
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

我
が
国
で
は
従
来
か
ら
協
議
離
婚
の
名

の
ド
に
寮
の
追
い
川
し
離
婚
が
相
当
多

v
行
わ
g
て
お
り
、
こ
れ
は
憲
法
の
抽

想
で
あ
る
個
入
の
義
務
と
両
軽
の
学
等

に
反
す
る
も
の
と
し
て
識
者
の
聞
ピ
問

題
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
我
が
田
の

聯

婚
総
数
は
毎
年
余
り
変
化
が
な
く
て

そ
の
内
の
調
停
や
裁
判
に
よ
る
離
婚
の

で
、
現
在
日
本
に
あ
る
世
界
に
通
用
す

る
金
’
即
ち
ゾ
は
約
I
1
I
衝
i
，
と
云
わ

れ
て
居
り
ま
す
が
、
こ
の
手
持
ち
の
四

分
の
一
の
び
を
養
鞭
で
毎
年
稼
ぐ
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

な
り
、
ま
さ
に
外
闘
の
真
似
の
出
来
な

い
日
本
独
得
の
汗
貼
が
然
も
外
賀
姦

ぐ
上
に
於
い
て
輸
出
品
中
最
高
で
あ
る

と
云
う
ぽ
、
日
寮
㊨
興
に
最

も
大
き
く
影
轡
す
る
と
考
、
ズ
ま
す
“

次
に
労
力
の
配
分
の
問
題
で
あ
り
ま
す

が
、
ど
ん
な
作
物
を
作
つ
て
む
其
の
作

物
を
遣
入
し
た
ば
か
り
で
、
平
均
反
牧

即
ち
舎
農
肇
収
入
が
落
ち
た
ら
其
の
農

業
経
齢
ほ
後
退
で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

縫
蚕
を
導
入
し
た
処
が
他
の
作
物
ま
で

荒
し
た
と
云
う
拳
に
な
つ
て
ぱ
駄
目
で

す
。
必
ず
雑
蚕
を
導
入
し
た
た
め
農
巣

所
得
が
増
加
し
た
と
云
う
再
に
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　l

x
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
又
饗
蚕
を
導
人

比
率
が
近
年
著
し
く
増
加
し
て
い
る
と

云
う
事
実
、
し
か
も
申
立
の
七
割
以
上

が
女
杵
側
が
ら
で
あ
る
♪
芸
う
申
鍵
は

女
性
の
自
覚
と
共
に
こ
の
野
蛮
き
わ
ま

　
　
　
　
ハ
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し
た
ら
必
ず
他
の
作
物
の
牧
澱
ま
で
引

上
る
事
請
合
で
す
。
更
に
養
蚕
を
導
入

す
れ
ば
自
家
労
力
の
完
全
利
用
と
云
う

事
か
ら
“
h
　
，
X
て
も
最
も
孤
想
的
で
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
蚕
が
居
る
時
に
は
老
人

と
云
わ
ず
、
子
供
と
云
わ
ず
、
必
ず
桑

を
食
わ
し
た
り
、
或
は
摘
ん
だ
り
、
昼

間
の
農
作
業
の
疲
れ
も
い
と
わ
ず
家
放

同
様
に
取
扱
う
よ
う
に
な
り
ま
す
o
叉

一
而
蚕
は
一
審
醍
作
榮
の
少
な
い
時
期

に
こ
う
し
て
薗
家
労
力
を
充
分
仇
か
せ

る
事
が
出
来
今
後
の
廉
護
惜
に
最
も

大
輻
な
事
が
励
行
さ
れ
る
事
に
な
り
法

す
。
昔
の
人
は
電
灯
は
な
く
車
も
な
く

然
も
昼
間
は
現
在
よ
り
多
い
耕
地
を
耕

作
し
蚕
は
寝
る
処
も
な
い
位
飼
い
更
に

牢
が
な
い
た
め
罵
の
背
の
み
を
頼
り
に

農
耕
に
従
事
し
た
事
を
毘
く
聞
き
ま
す

現
在
で
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
動
力
利
用

る
追
川
し
離
婚
の
防
止
に
裁
判
所
が
幾

分
で
も
力
に
な
つ
て
い
る
こ
と
を
示
す

も
の
と
い
え
る
の
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
）
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役
場
職
員
の
給
與
に
つ
い
て

先
般
南
日
木
新
聞
紙
上
に
、
県
内
各
町

村
の
職
員
に
づ
い
て
の
給
与
調
が
掲
職

さ

れ
ま
し
た
が
、
右
に
よ
り
ま
す
と
、

木
村
け
他
町
村
に
比
鞭
し
て
割
高
と
な

つ
て
居
り
、
財
政
ひ
つ
迫
の
折
郡
力
の

誤
解
を
招
い
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
六
月
一
日
現
在
に
お
け
る

郡
内
各
町
村
投
蜴
㎜
鼠
の
給
与
調
を
掲

職
し
ま
し
て
、
そ
の
実
体
を
御
瑚
解
し

て
戴
き
度
い
と
考
え
o
Y
s
す
。
尚
先
般
の

新
聞
紙
上
の
給
与
額
は
、
調
査
の
基
礎

が
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
他
町
村
は
殆
ん

ど
本
俸
だ
け
の
数
字
で
あ
る
の
に
比
し

て
、
本
村
の
場
合
は
扶
養
手
当
及
び
特

別
職
の
一
部
の
分
も
加
錦
し
た
額
で
、

そ
の
ま
、
で
は
比
職
の
対
象
に
な
ら
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す

郡内町村役場職臼給与調（30・6・1）

人口
給雇

最高1最低
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市水〃
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田
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四

36

名

プ、根占〃

内ノ浦〃

薔sv〃

百引村
田代村

ρ19町
壺串良町

根占町

に
な
り
牛
活
部
門
の
改
曹
も
一
歩
々
々

実
施
さ
れ
、
耕
地
は
減
り
こ
の
余
つ
た

労
力
は
果
し
て
伺
処
へ
向
θ
ら
れ
る
で

N
う
か
、
そ
れ
だ
け
遊
ん
で
良
い
の
で

せ
う
か
、
近
頃
夜
仕
那
で
も
行
う
人
は

少
な
い
と
思
い
ま
す
。
文
化
の
向
上
と

共
に
機
械
化
さ
れ
た
砥
轟
営
が
発
還

し
’
同
時
に
農
家
経
済
が
安
定
し
て
来

る
な
ら
ば
、
い
さ
知
ら
ず
少
な
く
と
も

肋
く
も
の
に
は
勝
て
ぬ
現
状
で
は
あ
ら

ゆ
る
工
夫
を
こ
ら
し
て
稼
ぐ
冷
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
藁
蚕
は
而
倒
く
さ
い
と

か
労
力
が
足
り
ぬ
と
云
う
人
は
果
し
て

　
　
　
　
　
■
h
’
－
”
A
■

町

県

ど
ん
な
現
金
収
入
字
望
ん
で
居
る
の
で

し
よ
う
か
。
神
代
時
代
其
の
ま
、
の
農

業
経
営
だ
と
云
わ
れ
て
居
る
本
県
の
農

業
経
営
で
異
し
て
今
後
の
農
家
は
ど
う

な
る
で
せ
う
か
。
村
で
け
今
般
第
二
次

産
錐
振
興
五
ケ
年
趾
画
を
樹
立
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
。
其
の
中
に
特
に
賠
蚕

は
四
二
町
五
反
の
桑
園
で
一
、
五
〇
〇

万
円
の
収
益
を
あ
げ
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
今
度
こ
そ
見
恥
計
画
の

遠
成
を
は
か
㊤
明
る
い
村
の
贈
設
が
は

か
れ
る
よ
う
御
協
刀
願
い
※
す
。
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立

図
書
館

田
代
出
張
所

　
県
立
図
軽
館
田
代
出
張
所
に
対
し
て

は
、
今
同
次
の
よ
う
な
籍
が
二
百
五

t
冊
猟
立
図
寄
館
よ
り
配
本
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
お
側
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
◎
児
童
読
物

世
界
名
作
選
、
文
化
の
偉
人
た
ち
、
象

の
ワ

ン
ヤ
ン
、
一
年
の
理
科
童
話
、
一

一本さ
ん
親
子
、
巌
窟
王
、
愛
情
の
み
ち

び
き
、
花
に
な
つ
た
子
供
星
、
ソ
ク
ラ

テ
ス
、
学
庄
の
英
作
叉
、
夢
の
9
8
、
森

欧
外
、
宝
商
、
蝋
の
都
、
太
陽
と
扇
芝

暦
の
話
、
ミ
ツ
パ
チ
マ
」
ヤ
の
留
険
、

新
や
じ
き
た
道
中
記
、
陽
の
照
ぴ
椰
子

林
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
、
ま
こ
こ
ろ
物
語
、

探
検
も
の
が
た
り
、
趣
味
の
日
本
憲

ブ
ル
タ
ー
ク
英
雄
伝
、
ス
タ
ン
リ
ー
、

科
学
の
く
に
へ
、
火
の
者
、
マ
ッ
チ
売

り
の
少
女
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
窟
話
集
、

ア
ン
ク
ル
ト
ム
物
語
、
あ
そ
び
の
本
、

a
さ
し
い
化
学
の
実
験
窺
、
メ
ギ
ー
新

し
い
国
へ
、
荒
絹
、
新
し
い
籏
の
く

ふ
う
、
近
代
の
中
国
、
文
学
入
門
、
イ

ソ
ッ
プ
童
脂
、
ゴ
ツ
ケ
ル
物
語
、
渡
辺

華
山
、
太
陽
の
な
い
子
等
、
政
治
と
生

活
、
宝
廟
、
古
今
と
新
古
今
、
小
さ
い

牛
追
い
、
砂
糖
の
旗
、
狐
の
た
く
ら
み

友
情
の
冤
、
名
探
偵
ル
コ
ツ
ク
、
明
治

維
新
、
技
術
の
生
い
た
ち
、
子
飢
の
天

叉
学
、
私
た
ち
の
歌
集
、
お
話
の
本
、

小
学
四
隼
董
界
叉
学
読
本
、
自
然
の

し
v
み
、
西
遊
記
物
語
、
ト
ル
ス
ト
イ

民
麺
集
、
か
が
み
の
く
に
の
あ
り
す
，

日
本
童
話
集
。

　
　
◎
総
、
　
記

特
異
」
揚
、
読
雷
の
す
、
め
、
つ
ね
に

若
く
築
し
ぐ
、
縄
1
日
本
人
と
し
て
、

｝再討
哲
学
宗
教

筆
と
人
物
、
暴
力
の
敗
遅
、
卯
瞥
入

門
、
哲
学
の
鵡
本
閤
願
、
ス
ピ
ノ
庁
、

青
軍
の
霞
、
基
督
教
の
話
、
幸
福
論
、

　
　
　　．

大
よ
り

世
界
哲
学
綿
座
。

◎
歴
史
・
地
誌

世
界
の
僚
史
、
中
国
の
昂
命
思
想
、
ア

メ
リ
カ
特
派
e
ペ
リ
｜
提
轡
日
本
遠
征

記
、
五
島
邸
太
伝
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
、

人
間
柳
像
、
ヴ
エ
ト
ナ
ム
、
人
獺
の
從

活
。

◎
証
会
科
学

女
性
に
関
す
る
十
二
章
、
人
問
革
命
、

現
代
女
性
十
1
1
肺
、
政
府
と
経
折
生
活

近
代
国
家
に
お
け
る
自
由
、
経
済
史
入

門
、
変
革
と
知
職
人
、
地
方
自
治
制
度

公
民
館
運
営
の
理
輪
と
実
際
、
藤
十
郎

狸
璃
勇
伝
、
か
ん
が
え
こ
と
ば
、
忘
れ

ら
れ
た
子
等
、
顔
、
戦
後
風
膜
録
、
敗

戦
ド
イ
ツ
の
復
興
過
程
、
児
意
心
理
学

教
育
は
だ
れ
の
た
め
に
、
ソ
速
南
様
太

学
問
の
本
質
と
現
代
の
思
想
、
田
民
の

法
の
解
釈
、
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
法
律
、

ギ
リ
シ
ヤ
女
人
群
像
、
販
女
、
経
済
史

入
門
、
自
由
論
、
現
代
入
の
教
育
、
国

家歯
級
、
社
会
主
麟
の
倫
翅
、
マ
ツ

カ
ー
サ
－
の
な
ぞ
。

　
◎
自
然
科
学

星
の
研
究
、
蝋
の
都
、
醐
物
園
の
博
士

人
聞
の
歴
史
、
生
命
、
代
数
入
初
か
ら

　
◎
工
学
・
家
庭

潔
の
科
学
、
文
化
服
装
諦
座
手
芸
篇

西
洋
料
瑚
の
作
り
方
三
百
租
、
日
本
の

民
家
’
う
ま
い
も
の
、
油
脂
、
お
弁
当

の
い
ろ
い
ろ
。

　
◎
産
　
　
業

獣
医
便
輪
、
農
慈
問
題
、
ソ
サ
イ
鯛
且
パ

相
談
、
家
育
飼
養
法
、
商
紫
簿
記
入
門

果
樹
の
作
り
方
、
農
薬
と
除
害
’
牛
乳

の
小
規
模
川
」
法
、
農
業
の
裁
礎
知
識

柿
栽
培
相
熟
、
農
冴
加
工
製
造
全
番
、

最
新
若
豚
法
、
副
翠
と
し
て
の
繁
魚
、

イ
ネ
作
り
の
闇
題
点
。

l［　
◎
芸
術
・
娯
樂

人
和
古
寺
風
物
魅
麻
雀
ト
ラ
ン
プ
他

v

お
茶
演
け
の
味
他
、
新
し
い
略
画
の
描

き
方
、
苧
品
の
稠
朋
し
、
写
真
入
門
、

演
劇
の
運
命
．

　
　
◎
文
　
　
学

夕
閉
帖
、
家
庭
の
秘
密
、
懸
の
一
生

戦
圏
斑
、
勲
、
新
編
坊
ち
や
ん
、
愛
染
草

ボ
ー
ト
レ
ー
ル
覚
魯
、
帰
郷
、
つ
ゆ
の

あ
と
さ
き
、
白
い
望
楼
、
た
そ
が
れ
、

弁
慶
、
現
代
戯
曲
巡
集
、
ド
ン
キ
ホ
ー

チ
、
夜
の
森
、
指
沸
者
と
信
従
、
仔
鹿

物
語
、
p
ポ
ー
ト
9
7
7
、
椿
姫
、
フ

ラ
ン
ス
の
起
床
ラ
ツ
パ
t
ア
ン
ナ
カ
レ

ニ
ー
ナ
、
佐
々
木
信
綱
自
選
歌
藥
、
塞

科
、
川
柳
入
門
、
夜
畏
妬
と
耳
男
、
み

み
ず
の
た
は
ハ
」
と
、
当
世
胸
算
用
撫
呂
］

満
月
の
胸
、
徳
川
夢
声
矩
、
よ
し
わ
ら

漱
石
築
、
如
是
我
聞
、
腕
ぐ
ら
べ
、
俳

句
と
は
何
か
、
㈱
縄
費
仮
面
の
告

白
他
、
頁
知
子
、
新
し
い
パ
某
東
西

英
雄
諭
、
胴
肪
の
塊
、
白
毛
玖
、
現
代

長
篇
小
礼
全
築
、
西
郷
陥
盛
、
続
々
泣

虫
記
者
、
人
間
大
安
売
り
、
池
田
大
助

捕
物
全
築
、
厨
流
剣
大
女
子
手
紙
の

轡
き
方
、
鉛
の
虫
、
穀
の
名
は
、
中
国

千
I
夜
、
岡
に
識
く
、
桜
の
鍵
の
熟
す

る
時
他
、
地
に
爪
跡
を
残
す
も
の
他
、

持
つ
こ
と
と
持
た
ざ
る
こ
と
、
シ
エ
ク

ス
ピ
ア
椅
、
粛
論
、
知
と
愛
、
愛
す

る
人
人
へ
、
博
物
酷
、
戦
争
と
平
和
、

大
払
次
郎
作
晶
集
、
木
馬
の
噺
き
、
ブ

ラ
リ
ひ
よ
う
た
ん
、
ケ
ラ
τ
線
の
ハ
イ

ン
リ
ヒ
、
貧
し
き
人
力
、
汚
れ
た
土
地

若
き
漂
泊
者
、
息
子
と
恋
心
、
ゲ
ー
テ

全
集
、
シ
ユ
ベ
イ
ク
の
奇
行
、
継
、
徳

川
夢
声
代
旋
作
品
集
、
め
し
他
、
次
郎

畏
三
国
志
、
殴
ら
れ
た
石
松
、
本
因
坊

物
需
、
応
用
速
記
術
入
門
、
谷
崎
潤
一

郎
集
、
長
編
小
説
全
集
、
白
斧
、
倉
田

百
二
作
品
集
、
明
治
大
正
文
学
全
集
、

l現代
日
本
小
説
大
系
、
風
に
そ
よ
ぐ
あ

し
、
魏
、
荷
風
合
簗
、
千
葉
周
作
、

西
鶴
の
世
界
、
据
工
船
他
、
故
旧
忘
れ

得
べ
き
他
、
三
四
郎
、
死
せ
る
魂
、
ナ

ナ
、
ク
ラ
テ
ル
、
海
と
闘
う
人
々
、
東

京
マ
ダ
ム
と
大
阪
夫
人
、
デ
ル
タ
の
結

婚
式
、
少
将
滋
聯
の
付
。

　
　
田

代
時
報
原
稿
募
集

一、

田
代
時
報
編
集
部
で
は
広
く
村
民

　
の
皆
様
の
御
投
稿
を
お
待
ち
し
て
居

　
り
ま
す
。

11、
内
容
は
例
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

一『

宇
数
は
出
来
る
だ
D
十
五
字
酷
二

　
四
〇
行
以
内
陥
て
下
さ
い
。

四
、
締
切
　
毎
月
I
I
十
日
以
内
に
公
田

　
館
に
お
届
け
ド
さ
い
（
ご
十
目
す
ぎ

　
で
も
麗
交
が
な
け
れ
ば
翌
月
号
に
謹

　
載
致
し
ま
す
）
　
o

打
、
原
稿
が
余
る
場
合
は
編
集
委
員
会

　
て
厳
ぷ
し
て
欝
賊
順
を
決
め
ま
つ
。

六
、
原
稿
は
お
遊
し
い
た
し
ま
せ
ん
。
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